
各種アンケート調査結果 

現状の白井市に対する市民のニーズを把握するため、アンケート調査を実施しました。アンケート

調査概要は以下のとおりです。 

 

表 アンケート調査実施概要 

調査 調査対象者 調査期間 有効回収数 有効回収率 

白井市住民意識調査 全市民から無作為に選んだ 2,500

人 
令和６年１月 1,308 件 52.3％

若い世代 

アンケート調査 

1988 年 4 月 2 日から 2005 年 4 月

1 日までに生まれた市民のうち、

無作為に選んだ 2,000 人 

令和６年２月 426 件 21.3％

高校生 

アンケート調査 

2005 年 4 月 2 日から 2008 年 4 月

1 日までにうまれた 2,199 人全員 
令和６年２月 294 件 13.4％

 

（1）市の取組の満足度・重要度 

全市民を対象とした市民アンケートでは、52 項目の施策について、本市の取組に対する満足度と

重要度を 5 段階評価で調査しました。 

今後の重要度は高いが、現状評価が低く、今後より一層力を入れて取り組んでいくことが求めら

れている＜重点改善分野＞では、鉄道やバスでの移動しやすさや、不法投棄防止や公害対策を含む

計画的な土地利用・開発、有事の際に備えた安心・安全なくらし、地球温暖化防止対策が挙げられ

ています。 

 

 
図 市の取組の重要度・満足度（白井市住民意識調査） 
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満足度平均： -0.17

重要度平均： 1.07

重
要
度

満足度

交通安全対策や
防犯対策

休日・夜間や
緊急時の医療

体制

騒音・振動・悪臭
などの公害対策

不法投棄
防止対策

地球温暖化防止対策
（カーボンニュートラルの推進）

計画的な土地利用・開発

道路の整備

鉄道の運賃
問題対策

路線バスやコミュニティバス
の利便性向上の取組
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分野別施策一覧 

 

重点改善分野の施策が 9、改善分野の施策が 8、重点維持分野の施策が 18、維持分野の施策が 17と

なっています。 

重点改善分野について、前回調査時と比べると、該当する施策の数は 12から 9 へと 3つ減少してい

ますが、減少した施策はすべて住民意識調査項目から除いた施策であり、その他 9 の施策は引き続き

重点改善分野に分類されています。 

  

重要度 ＜重点改善分野＞ ＜重点維持分野＞
10 交通安全対策や防犯対策 1 ⼦どもの医療費助成など⼦育て⽀援
21 休⽇・夜間や緊急時の医療体制 2 保育園の整備など⼦育ての環境づくり
35 騒⾳・振動・悪臭などの公害対策 3 障がい児への療育の⽀援
36 不法投棄防⽌対策 4
38 地球温暖化防⽌対策（カーボンニュートラルの推進） 5 ⼩・中学校での教育・指導内容
39 計画的な⼟地利⽤・開発 6 学校施設の整備・安全対策
43 道路の整備 8 地震・台⾵などに備えた防災対策
47 鉄道の運賃問題対策 9 ⽕災に対する消防体制や緊急時の救急体制
48 路線バスやコミュニティバスの利便性向上の取組 11 障がい者への福祉サービス

12 ⾼齢者への福祉サービス
13 保健や福祉の相談窓⼝機能の充実
18 健康づくりの推進
19
20 がん検診など病気の予防対策
32 ⾥⼭や河川など⾃然環境の保全
37 ゴミの減量とリサイクルの推進
41 公園の整備
45 上・下⽔道の整備

＜改善分野＞ ＜維持分野＞
29 多様な形態の農業経営と担い⼿の⽀援 7 地域の教育資源を活⽤した開かれた学校づくり
30 商店街や⼯業団地などの活性化の⽀援 14 差別、偏⾒、虐待などを防⽌する⼈権対策
31 企業誘致の推進 15 男⼥共同参画社会づくり
40 空き家発⽣の抑制 16 国際交流など国際化の推進
42 地域の特性を⽣かした景観づくり 17 平和意識の啓発や平和教育の推進
50 SDGs（持続可能な開発⽬標）の推進 22 地区コミュニティの活性化の⽀援
51 23
52 DXの推進 24

25 講座開催など⽣涯学習活動の⽀援
26 スポーツ活動の推進
27 ⽂化・芸術活動の推進
28 歴史・⽂化財の保存と活⽤
33
34 環境学習や環境美化活動の推進
44 橋梁や河川の整備
46 街路樹など街中のみどりの保全
49 情報公開や広報・ＰＲ活動の取組

満⾜度平均

平均
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（2）白井市在住の若い世代が抱える不安 

人口特性より、白井市では特に若い世代の転出が多くみられることから、高校生・若い世代が白

井市に住み続ける上で抱える不安を調査しました。 

 

1）白井市に住み続けることが難しくなる要因 

若い世代アンケ―トより、若い世代が白井市

に住み続けることが難しくなる理由として、就

職や結婚などのライフイベントを多く挙げてい

ることがわかりました。様々なライフステージ

に合わせて住み続けたいと思うまちづくりを進

めることが求められていると考えられます。 

 

 

 

2）子育てに対する不安 

若い世代アンケ―トより、妊娠・出産の経済

的な負担に不安を抱える人が多くみられること

がわかりました。子育てしやすいまちづくりが

求められていると考えられます。 

 

 

 

 

3）公共交通の不便さに対する不満 

白井市の公共交通機関は鉄道、路線バス、コ

ミュニティバスがありますが、年代や移動の目

的に関わらず、白井市では自家用車での移動が

主となっています。 

高校生アンケートをみると、市内在住の高校

生の約半数は、卒業時点で市外へ転出すること

を望んでおり、主な理由としては、通勤や生活

にとっての交通の不便さが挙げられることか

ら、誰もが気兼ねなく移動できる交通体系が求

められています。 

 

図 白井市に住み続けることが難しくなると考える
ライフイベント（若い世代アンケート調査） 

図 子育てに対する困りごと・不安 
（若い世代アンケート調査） 

 

図 転出したいと思う理由 
（高校生アンケート調査） 
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